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日立諾特許

原子炉の運転制御方法
本発明は,燃料棒破損を防止できる原

子炉の運転方i去に関するものである｡

燃料棒は,密封した被預管内に多数

の燃料ペレットを充嘱してし､る｡燃料

棒をもった炉心から制御棒を引き抜く

と,燃料棒の伸びはJ京子炉の出力上昇

に伴って図1のA,B,C,Dのよう

に変化する｡(丑では,被覆管と燃料ペ

レットの間に間隙が存在し､燃料棒の

伸びは小さい｡(垂では,燃料ペレット

は鼓刊に変形して,その両端部が被覆

管に食い込んでいる｡したがって,(車

での被覆管の伸びJ.ま燃料ペレットの熱

膨脹の影響を′受けて増大する｡燃料ペ

レットと被覆管はBで接触する｡この

時点で燃料ペレット対被覆管のPCI(機

寸戒的和布干渉)が始まり,それ以後,燃

料棒の伸びは更に増大する｡

炉心流量制御で原子炉出力の卜打率

を0.1kW/ft･hにした場合は,PCI開始

r†1力(出力Bという(〕)以上に横丁炉出

力を上昇させても,燃料棒の伸びは著

しく小さい｡

本発明の原子炉の運転方法を区12に

示す｡図1の結果に基づいて制御棒引

抜きは出力B以下で,炉心流量制御は

出力B以上で行なう｡原子炉起動後,

炉心流量を20%に保ち,制御棒引抜き

で原子炉出力を._L昇させる(KB)｡出
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図l 原子炉出力上昇時の燃料棒の伸び率

力Bで制御棒引抜きを停【卜するlつ 炉心

i充量を100%まで増加して原子炉汁与力

をLまで上昇させる｡その後,炉心流

量を20%まで急一散に減少する(LM)`｡

BLの過料ミで燃料棒内に苫枯されるキ

セノン(中性子口及収物質)の影響によっ

て,I京子炉出力は州力B以‾FのMまで

†氏下する｡キセノンが蓄積された状態

で制御棒を引き抜き,原子炉出力をrl-1

力Bまで上昇させる｡制御棒の引抜き

を出力Bで再び停l卜する｡その後,前

述の操作を繰り返して原子炉出力を設

定出力Nまで上昇させる｡
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図2 本発明における原子炉起動時の原

子炉出力の変化

1.特 長

燃料に不具合を生じることなく,容

易に原子炉出力を設定出力まで上昇で

きる｡

2,提供技術

■技術情報及び資料

■ 関連特許の実施許諾

● 特公昭57w】1038号

｢原子炉の運転制御方法+

特開昭53-528別号

｢原子炉の運転制御方法+

ディジタル方式超音;皮ホログラフィー装置
金属の探傷,例えば原子炉の冷却水

の配管などの探傷を行なう方法として,

超音波ホログラフィー法がある｡この

方法は,集束形超音波探触子を用い超

音波ビームを欠陥表面近くで集束させ

ると,干渉縞によって等高線表示した

欠陥像が得られ,この欠陥像の輪郭か

ら探傷面に対する欠陥の投影長さを,

また干渉縞敷から欠陥の高さをそれぞ

れ知るものである｡従来の超音波ホロ

グラフィー法は,基準となる参拝削皮と

欠陥からの反射波との干渉効果を利用

するため,正弦波状の超音波信号が必

要であった｡このため超音波パルス帽を

矩くできず,超音波進行方向の距離分

解能が約7mⅡlとなり問題があった｡

日立製作所はこの問題を解決し,更

に大きな利点があるディ ジタル方式の

超音波ホログラフィー装置を開発した

(図1参照)｡この装置は,基準の参照

波としてディジタルクロックパル子を

用い,ディ ジタル信号化した反射波パ

ルスとクロックパルスとの時間一:改信

号で,干渉縞を表示するものである｡

この装置によれば,パルス幅1～2/ノS

図l ディジタル方式超書)度ホログラフ

ィー装置

ク)幅の狭いスパイク状超音波パルスを

使うことができ,超音波進行方向の距

離分解能を2倍以上向上できる｡また,

使用する超音波の周波数よりも高い周

波数のクロックパルスを用いれば,欠

陥條をより細かい間隔で等高線表示が

でき,欠陥の高さをより高い粘度で測

定できる｡

1.特長･効果

(1)距離分解能を向上できる(鋼材中

縦波をイ吏用する場合3.5mm)｡

(2)欠陥長さの測定精度を向上できる

(6MHzクロックパルス使用時,高さ

1mlnの垂直欠陥の測定誤差は0.2mm)｡

2.提供技術

l関連特許の実施許諾

● 特開昭54-8584号

｢ディジタル方式起音波ホログラフ

ィ探傷方法+
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日立記特許

i夜体廃棄物の処理方法
原子力発電所では,復水を浄化する

ためにイオン交換寸封脂を充填した脱塩

器を使用している｡この書封脂を再生す

るために,硫酸及び水酸化ナトリウム

を使用しているので,音容解性の硫酸ナ

トリウムを含む放射性廃液が発生する｡

この廃液は,遠心薄膜蒸発器によっ

て水分が蒸発される｡硫酸ナトリウム

は,粉末メ犬(1～50/ノ)に析出してペレ

ッ ト伏に固形化され,更に固化剤によ

って固化処理される｡このとき,遠心

薄膜蒸発器の加熱胴の内面に硫酸ナト

リウムが硬い微粉末状に析出するため,

内面にハードスケールが付着し,腐食,

伝熱効率,J肇耗,ペレットの強度など

に問題点を生じやすい｡

日立製作所では,廃液が比較的粒径

の大きな不i答性粒子を数パーセント含

むように調整された混合廃液にするこ

とによって,従来の問題点を除去した｡

不溶性粒子としては,原子力発電所か

ら発生する使用済みフィルタ助剤や粉

末樹脂を使用できる｡

混合廃液は,図1に示すように遠心

薄膜蒸発器に供給され,加

熱胴の内面を薄膜,状に降下

するにつれて濃縮され,水

分が取り除かれる｡このと

き,硫酸ナトリウムなどの

i容解性成分は,同図に示す

ように不溶性物質を核とし

て析出し,粒径約100/′の粗

大かつ均一な粉体となる｡

したがって,加熱胴の内面

に付着するスケールをソフ

ト化することができる｡

1.特長･効果

(1)遠心薄膜蒸発器の加熱

胴内面に粗大かつ均一な粉

体が析出するので,内面に

混合廃液

図l

イ寸着するスケールをソフト

化できる｡

(2)スケールがソフト化して落ちやす

くなるので,加熱胴の腐食をなく し,

伝熱効率の低下を防ぎ,可動巽の摩耗

をなくすことができる｡

(3)不溶性物質が含まれるので,粉体

をペレット化するときにペレットの機

廃液

加熱胴

蒸気宝

不溶性粒子

加熱ダクト

拡大図

可動翼

スケール

プーリ 電動機

遠心薄膜蒸発器

遠心薄膜蒸発器による混合廃液の粉体化

寸戒的強度が増大し,長期間にわたって

安定なメ犬態で保存することができる｡

2.】是供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第101乃08号(特公昭54-3074)

｢液体廃棄物の処理方法+

オーステナイト鋼管の水冷溶接法
オーステナイト鋼管の溶接は,従来

自然冷却の状態で行なわれていた｡こ

のi容積法はi容接部の管内面に引張残留

応力が生じ,条件によってはi容二按部に

応力腐食割れを生じるおそれがある｡

オーステナイト鋼管の溶接部管内面

に圧縮残留応力を形成するとともに,

溶接熱影響部の低減及び溶接部の応力

腐食割れを防止することを目的に,溶

接中に管内面を水冷却する水冷溶接法

を開発し実用化した｡この子容接法は,

初層,2層目までを従来法と同じ自然

冷却の条件で低入熱溶接し,2層目,

3層目以降を管内面の溶接部について
水で冷却しながら溶接するものである｡

水で冷却する方法には,水をスプレー

状に出す噴水冷却法,管内に水を子充す

流水冷却法などがある｡図lに享充水冷

却溶接法の概念図を示す｡

自然?令却及び丁充水冷却法により突合

せ音容接したSUS304 8B SCh80鋼管

の溶接熱影響部の管内面残留応力の測定

結果を図2に示す｡円内が圧縮(∈)),

円外が引張残留応力(㊦)である｡自然

溶接トーチ

オーステナイト系鋼管

追フィラーワイヤ

･･'■･･･････+■

◆∴･-ナ

.･■･一･････一･

図l管内面水冷溶接法(流水冷却法)概念図

自然冷却

流水冷却

(20J/mjn)

∈)

面20

0

(a)長芋方向 (b)円周方向

図2 水冷溶接されたSUS304銅管の残留

応力分･布

冷却ではいずれも平均約20kg/m2の引

張残留応力を示すのに対し,水冷溶接

では平均約20kg/mm2の圧縮残留応力と

なる｡本図中の数字は応力の値である｡

また,前述の突合せ溶接したままの

鋼管を42%塩化マグネシウム沸騰溶液

中に浸せきして煮沸し,溶接部管内面

の液体浸透探傷試験を行なった｡その

結果,自然冷却では内面が引張残留応

力であるため,塩素イオンの存在下で

典型的な応力腐食割れが発生したが,

水冷7容接では内面が圧縮残留応力であ

るため,塩素イオンが存在する厳しい

腐食条件下でも割れが発生しなかった｡

l.特長･効果

(1)オーステナイト鋼管内面の溶接熱

影響部に圧縮残留応力が得られる｡

(2)実際の原子力プラントの条件とは

全く異なるが,塩素イオンが在存する

厳しい腐食条件下での応力腐食剤れを

防止できる｡

(3)高i見水中で使われる原子力プラン

トの各種配管溶接にも好適である｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第10Z7913号(特公昭52【1814り

｢オーステナイト鋼管の溶接施工方法+,

特公昭55-40352,特開昭52-t柑244,52-

1け677,53-32846,53▼了1646,55-7083号

■技術情報及び技術指導

日立製作所では･すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は--‥ 練武書赴日立製イ皇帝 〒105東京都港区浜松町二丁目4蕃l号(世界貿易センタービル)電話(03)435-4116～8(ダイヤルイン)特許部特許営業グループ
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HITAC M-240Dシステム

HITAC M-240Dシステムは,OA(オ

フィ スオートメ【ション)を中核とLた

新しい時代の要請に十分二たえJ〕れる

ように開発した新しい計算機システム

であるく=.分散/ネットワーク機能の強

化,OA機器の1妾純など,オフィス業務

の効ヰ叫J_Lに不可欠な機能の拡充を図

ってし､る(図1)｡
/トll】1開発された製■指は,HITAC

M-240Dと,二れに接プ綻可能な周辺装置

であるH-8591形ディスク駆動装道(8イ

ンチディ スク),H-8426形磁気テ【プ

装置(ストリー一ミング機能付き)及び中

形システム絹オペレーティングシステム

VOSl/ES(Virtua10perating Sys-

teml/Extended System)と侠J辿ソフ

トウェアである｡

1.主な特長

(1)システム惟能,機能の大幅な向上

(a)処理能力:M-150の約4イた

(b) ジョブの多重度:最大24(VOSl/

ES)

(c) 多毛似想記′臆(VOS3)

(2)OA機能の充実

(a) 日本語文書処理

(b) ビジネスグラフ/図形処王里

聖㌘磯-ふ

図I H=‾AC M-240Dシステム

(3)エンドユーザー機能の拡充

(a)日本語情報検索

(b) 日本語メッセージ対話機能

(4)分散/ネットワークシステムへ♂)対応

分散処理ソフトウェア

(5)事務管理部門生産ノlでLの向r二

(a)漠ノテ:システム開発王子麦ソフトウ

エア(KCORAL:KanjiCustomer
Oriented Application Program De一

velopment System)

(b) 日動化/無人化運転による省力

化を指｢F･]Lた運用管理機一犯

(6)泣所ハードウェア技術の適用によ

る小形化

(a)高度LSI技術を仝｢月i才末用したプ

ロセッサ

(b)新周辺装置(8イ ンチディ スク,

表I HlTAC M-240D処理装置の性能諸元

N()_ 項 目

l 性 能 H【TAC M-150の約4倍

2

主
記

憶

素 子 N-MOS 64kビット

記 憶 客 土 2､8Mバイト

増 設 単 位 ZMバイト

3 バ ッ フ ァ 記憶客土 64kバイト

4 アドレス変換バッファ 引2変換対

5

チ

ヤ

ネ

ノレ

種 類 BYMPX,BLMPX

最大 チ ャ ネ ル数 5(BYMPX:l,BJMPX:4)

トータルスループット 12Mバイト/秒

6

所
要

t
プつ

CPU

(4Mバイト3チャネル)
4_6kVA

7 面枕 CPU,SVPノ/CD 0.96m2,0.96m2

注:略語説明 BYMPX(バイトマルチプレクサチャネル).

BLMPX(ブロックマルチプレクサチャネル),CPU(中央処

王里装置),SVP(サ【ビスプロセッサ).CD(コンソールデ

ィスプレイ)

ストリーミング機能付き新MT)

(C)VSE(VirtualStorage Extend-

ed)モードによるワンレ/ヾルアドレン
ン グ

(7)信相性/保中性の向上

(a)遠隔保守支援(ASSIST)

(b)処理装置の障害支援を強化した

サービスプロセッサ

2.主な仕様

主な仕様を表lにホすく〕

(日立製作所 コンビュmタ事業本部)

HITAC M-220Hシステム

HITAC M-220Hシステムは,OA(オ

フィスオートメーション),分散処理を

中心とする多様化するコンピュータア

プリケーションに対処するために開発

Lた計算機システムである(図1)｡

今回開発された製品は,HITAC M-

220H中央処理装置と,そグ)付加機構で

あるH-8602統合通信制子卸処理機構,H-

8591ディスク駆動装置(8インチディス

ク),H-8426磁気テープ装置(ストリー

ミング機能付き),中形シえテム用オペ

レ【ティングシステム:VOSl/ES(Vir-

tualOperating Systeml/Extended

System)と関連ソフトウェアである｡

1.主な特長

(1)OA化への対応など,多様な要求に

図I HITAC M-220Hシステム

二たえられる拡張性,将来竹三のあるシ

ステム

(a)大幅な処fl蛸臣ノJのIrり上:L-340

グ)約3～4倍

(b)士記憶容量妓大8Mバイト

(c)VSE(VirtualStor哨e Extend-

ed)モ【ドの採用など,従水のMシリ

ーズ､アーキテクチャク)‡亡こ脹

(d) ジョブ多屯度グ)人帖拡張:一枚大

24多電

(e)高度LSI技術など一最新技術の才呆

川により,高性能化,小形化及び省

エネルギー化を徹底

(f)大幅な設備条件の改善により,

一般車務三毛環境へ設置可能

(g)各種自動運転機能により,シス

テム運用の大幅な省力化を実現

､臨

(2)オフィス業務効率化に役立つ各種

機能の強化

(a) 日本語‾文書処理機能,ビジネス

グラフ機能など,OA機能の取込み

(b)i英字も使える情報検索用エンド

ユーザー言語ACEII(Available Com-

mand LanguageII),対話処理ES/

IPPF V2(Extended System/Inter-

active Programming&Processing

Facility V2)での日本語メ､ソセージ

など,エンドユーザー機能の充実

(c)ECS/VTAM(Extended ComI力u-

nication Support/VirtualTele-

communication Access Method)な

ど分J枚処理ソフトウェアの強化

(d)i実字システム開発支援ツール

KCORAL(KanjiCustomer Orienト

ed Application Program Develop･

ment System)などシステム開発生産

性向上ルーツの拡充

(日立製作所 コンピュータ事業本部)
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プログラマブルコントローラ川ZAC Dシリーズ

各種機寸戒設備の自動化,省力化の目

的で幅広く使用されているプログラマ

ブルコントローラのうち,三拝に需要の

伸びが著しい′ト規模分野の機椎シリー

ズの強化充実を目的と して,HIZAC

DシリⅥズを開発Lた(図1)′〕

本シり【ズは外部入出力∴与二数28点の

D【28,40.阜のD140,64点のD-64の3

機椎の基本ユニットと各機椎とも共用

のプログラマによって構成されており,

′ト形,経済価格,高い信敵性などのニ

ーーズにこたえた新製品である｡

区Il プログラマブルコントローラHIZAC

表I HIZAC Dシリーズの基本仕様

項目
機種 D-28 D-40 D-64

制 御 仕 様

制 御 方 式 ストアードプログラム サイクリック処理方式

処 玉里 速 度 平均5msパkW(最大10ms.′lkW)

プログラム容量 lkW

メ モ リ
種 芋頁 lC-RAM.EP-ROM

保 持 バッテリーパックアップRAM(リチウム電池)

演 算 処 王里

論 理 演 算 STR.AND,OR,0UT.NOT,MCS,MCR他

タ イ マ
車重 芙巨 TMR(オンティレイクイマ)

設定イ直 0.l-〉gg秒

カウンタ
種 芙巨 CNT(アップカウンタ)

設定値 l-99回

シフト レジスタ 8ビット×2(上1立lピットシフト)

入出力処王聖機能

最大外部入 力 16 24 40

最大外部 出 力 12 r6 24

内 部 出 力
80点〔13点は停電喜己憶タイプ,3点特殊内部出力=点･･･0.1ホ 少クロック,暮点･･･ワンスキ

ヤンパルス,l点=･異常出力)〕
タ イ マ 16点

カ ウ ン タ 16点(停電記憶タイプ)

シフト レジスタ 2点(8ビット･上位lビットシフト)

入 出 力 仕 様
外 部 入 力 無電庄接点入力,トランジスタオープンコレクタ入力(DC24V電源内蔵)

外 部 出 力 接点出力(AC100/200V.DC24V 2A)

周 辺 機 能
プログラム方式 命令語方式

周 辺 機 器 標準プログラマ,ROM機能付プログラマ

保 守 機 能
CPU.メモリ異常 サムチェック.バッテリーチェック,瞬停チェック

RUN 手妾点 出 力 正常運転時"閉”となる接点出力.プログラムでOFF可能

1.主な特長

(1)磐,機f城への組込ふが′存坊な奥行

8.6cmの滞形である.

(2)増設逆転で入出力′た致128ノ∴まで

の拡張か可能である.｢

(3)-､r(士壬Jス､キャンタイム5ms/1kWで

D-40 高速制御に適応できる｡
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(4)ROM(Read Only Memory)機能付

きプログラマにより,プログラムのROM

化か寄易である.｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(【1立製作所 商品事業部)
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